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はじめに

わが国では全自動洗浄装置の普及により、

病棟、外来でおこなっていた使用済み器械の

一次洗浄、消毒の廃止、中央化が進められて

いる。

洗浄機、洗浄剤、インジゲータなど種類の増加

に伴い適切な組合せが必要とされる。



導入したウォッシャーディスインフェクター

【洗浄→すすぎ→消毒→乾燥】一連
の工程を自動的に行う熱水消毒機



ウォッシャーディスインフェクター(以下WD)を
導入し

Ⅰ.洗浄中央化を実施

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

上記２項目の効果について検討したので報告
する。

目的



１．現状把握

外来⇒蛋白除去剤による用手洗浄

⇒翌朝中央材料室へ移動し滅菌

病棟⇒洗浄なし そのまま保管

⇒翌朝中央材料室へ移動し用手洗浄

⇒滅菌

Ⅰ.洗浄中央化の実施



２．改善策検討

外来・病棟

予備洗浄スプレー噴霧

密封して保管

↓

専用コンテナにて

中央材料室へ移動

↓

洗浄・滅菌

中央での洗浄は汚染拡散、職業感染の危険を軽減する
専門的職員による洗浄により良好な品質管理がおこなえる
業務整理、効率化につながる
【鋼製小物の洗浄ガイドライン2004】引用

Ⅰ.洗浄中央化の実施



３．各部署向けに勉強会実施

業務整理、業務改革に伴う全職員の意識改革が必要。

そのための教育・啓発活動を積極的におこなうことが必要条件。

【鋼製小物の洗浄ガイドライン2004】引用

スプレーの噴霧は人により噴霧量が変わるなどヒューマン
エラーが懸念される。回収コンテナの配置場所に手順を記
して張り出した。

Ⅰ.洗浄中央化の実施



 ＷＤ純正洗浄剤と他メーカー2社の洗浄剤
(以後洗浄剤A、洗浄剤B)を使用。

 試験方法 ブラッドフォード法を使用

 試験１ 各0.3% 0.5%の濃度でのWD洗浄後の残留蛋

白質量を測定。

 試験２ 導入した予備洗浄スプレー、ピュアセーフ-Ｍ(ア

ムテック社製)の使用効果を確認した。

純正洗浄剤 洗浄剤Ａ 洗浄剤Ｂ

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認



Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

純正洗浄剤

0．3％ 8．90

0．5％ 8．95

洗浄剤Ａ

0．3％ 7．85

0．5％ 7．84

洗浄剤のｐＨ

洗浄剤B

0.3％ 7.42

0.5％ 7.45



被洗浄物は、擬似汚染物質を塗布した鉗子
準拠を作成し用いた。
【医療現場における滅菌保証のガイドライン2010】より

へパリン添加羊血と
1%硫酸プロタミン水溶液
を容量比10:1で混合し、
ボックスロック部に
50μL滴下し24時間放置
した。

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認
試験１



 擬似汚染物を塗布した鉗子5本と塗布していない鉗
子35本合せて40本を同一の洗浄バスケットに配置
してWDに積載した。

(n=5)

黄色のテープで
タグ付けしたもの
が、擬似汚染物を
塗布したもの。

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

試験１



洗浄工程

予洗 1分 40℃

洗浄 10分 40℃

すすぎ 1分 2回

高温除染 5分 90℃

潤滑防錆 1分 60℃

乾燥 25分 130℃

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認



純正洗浄剤及び洗浄剤Ａは濃度を変えても
目標値である100μｇを下回っていた。

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

試験１ 結果

目標値

許容値



 同様に擬似汚染物を塗布した鉗子を、1時間放置
した後スプレーし23時間放置。その後各洗浄剤
(0.5%)でWD洗浄を行い、残留蛋白質を測定した。

(n=5)

–予備洗浄スプレー(ピュアセーフ-M)の使用効果-

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

試験２



予備洗浄スプレー
(ピュアセーフ-M)
の使用効果

試験２ 結果

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

予備洗浄スプレーの使
用により残留蛋白質の減
尐がみられた。

許容値２００μｇ
目標値１００μｇ
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Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

洗浄剤Aは高い値を示していた。



結果

現場での一次洗浄が廃止できた。

残留蛋白質量で純正洗浄剤と洗浄剤Ａは濃
度0．3％でも目標値（100μｇ）を下回った。

洗浄剤Aは、純正洗浄剤よりもpHが低いにも
関わらず、同等の洗浄力があった。

予備洗浄スプレー使用に際しては、スプレー
無しと比較して有意に残留蛋白質量が低下し
た。



考察１

職員への教育をおこない、作業工程を視覚化
した事により、作業者全員で統一した業務が
おこなえるようになったと考える。

Ⅰ.洗浄中央化の実施



考察２

洗浄剤Ａはプロテアーゼ活性値が高値であるこ

とによって、純正洗浄剤と同等の洗浄力があっ

たと考える。

濃度０．３％でも充分に洗浄力があると思われ

る。汚染物の程度、量により調整は必要ある

と考える。

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

試験１

各0.3% 0.5%の濃度での残留蛋白質量を測定



考察３

試験２

Ⅱ.中央材料室での洗浄方法の確認

洗浄剤の違いに関わらず、残留蛋白質量の減尐が
見られたことから、付着した擬似汚染物の凝固・乾燥
を防止していたと考える。

予備洗浄スプレー(ピュアセーフ-M)の使用効果



 病棟・外来での一次洗浄を廃止し、洗浄中央化
した。

 最適と思われる洗浄剤の選択をおこなった。

 部材への影響と洗浄力を考慮し、洗浄剤Aであ
るトップザイムD-300（アムテック社製）の導入を
検討することとした。

結語


